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「使える」ハイウェイ政策における
料金施策とスマートＩＣの社会実験

１． 「使える」ハイウェイ政策
　道路局では、高速道路の最適利用を図ることで、
社会全体の公益拡大する「使える」ハイウェイ政策
を推進している。その主要施策として、多様で弾力
的な料金施策とスマートＩＣの社会実験が展開され
ている。
　料金施策は、表－１にある高速自動車国道の時間
帯割引や地方提案型の料金に係る社会実験を実施し
ている。スマートＩＣについては、図１のＳＡ・Ｐ
Ａに接続するスマートＩＣの社会実験を図－２の箇
所で実施している。

２． 国総研の取り組み
　国総研では、これらの施策の本格導入に向けた支
援をするため、料金施策とスマートＩＣの実験結果
の全国横断的な分析を行っている。
　具体的には、料金施策については料金弾性値（交
通量の増加率と割引率の比）や並行一般国道で発生

する社会的便益といった指標を用いた全国比較や、
交通特性による実験地域の類型化、時間帯割引の導
入効果分析、経済学の観点からみた料金施策の合理
性に関する検討などを行っている。
　スマートＩＣについては、近隣都市の人口規模、
幹線道路や中心市街地からのアクセス性などに着目
した全国比較や、利用目的によるスマートＩＣの類
型化を行い、類型別に利用が促進される要因を把握
することなどの検討を行っている。
　この「使える」ハイウェイ政策が推進されること
により、既存ストックの有効活用や道路利用者の快
適性の向上、一般道路の沿線住民の環境改善など、
様々な効果が期待できる。国総研では今後、施策ご
との分析を継続するとともに、地域の交通問題全体
の中に各施策を位置付けた総合的な検討をしてい
く。

道路研究部　道路研究室　塚
室長

田　幸広　　濱
研究官

谷　健太

図－１　ＳＡ・ＰＡに接続するスマートＩＣ

表－１　高速自動車国道の時間帯割引の概要

図－２　スマートＩＣの社会実験実施箇所
　　　　　　　　　　　（2005. 10. 1 現在）




